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1　はじめに

　小児期における卒故は，死亡に発展する場合もあろう

が，死に至らぬ場合でも肢体木自由をもたらす危険性が

1多く，小児保健上の重要な商題であることを小児の養育

に係わりをもつ人は認識すぺきであるふそして，家庭し

集団生活の揚及び社会力：小児の泰故防止に努めるこ・とが

必要である。1』き｛，小児め箏故に関する調査研究は多く

報告されており、種々の角度から検討が加えられている

ことは周知のとおりrである。多くの報告がなされている

ことは小児の事故の実態がいかに複雑なものであるかを

証明していることになる5 死亡礁故紀蘭しては人自動態

就計にその実態が示されるが，死に至らぬ事故について

は実態把握の困難さが多くの報告となっているものとみ

なしでよかろう」

　今回はある地域に住む勅稚園児の出生後麗学前畦医療

を要した事故について調査をし・乳幼児期における恋故

予防の方針を見出すことを目的とした。

皿』対象と方法

』対象な厚本市φ2幼稚園年長組の幼児3珊名を対象と

箇園を介虞糖騨聯し・ 家騨お㌧・て母親に必

要事項を記入させ回収す為方法を採用 ヤたる

、1、開甥瞳調査輔まで畷献ぎヤ・と思われる医療

耀峰轍峰我・綿に嘩レジ誤飾淋などを
．除》》た）頓っい障，傷害㊨種類，ヒ受傷年齢，受傷部位，

癖故発生易所を闘査した。　

　・なお3回収数は276名で，86．5％の回収率であった。

竺血詰果
、』’

1．事故頻度

　鵬生から就学を目前にした時期瞠蜘け為癖故の経験者

甥児66名（4閃％）選脚名 （書真・3％）で・男児⑫

い・こ纏雌頻棚咋騨し紬碑表徳ある・男
廊購・デに遼児で嘆2奪騨力駅なってい
るO　　　・・　 　1』：1・

1表1　出生順位と礁故の頻度・・

礁故有 礁故無

　男
（瑚）

第1子第2子　　、』第3子～

入　
35（47．9）29（55，8）

2（70．6）

女
（134）

第1子
2子

3子～

17（31．5）』211認 37（68．5）1147（66シ2）

零（8鼠9）

　また乳察故り発生件数は蹴 男児7β件乳 女児47件述多

渇r、轍題押人当ゆ轍件鵜男児力｛il。咋女
與嫡L翠件≧撫って零り・全園児1〈当りで瞳學犀餌，51

件吃．女児α鎖優である。

c2、 ：傷害の種類

　医療を要した傷害の種類は表2の如くになっており・

切傷‘刺傷解男女児とも最も多く，『全傷害件数の男児は

李7亭％， 女垣は3＆ミ％を自めてい為。打撲症は燦も少な

く男児 4件，女児3件で，打撲で医療を要するものは比

較的少ないことになる。骨折・脱臼さらに捻挫轄男児15

件， 女児珍件と全件数のうち男児20・8％・．女児25唖％を

占めているoまた，熱傷は傷害のなかでは切傷ρ刺傷に

次いで多く，男児19件（26・4％），女児14件（β8」・1％）．・≧

女児にその割合が高い。　　　、・　 ．で∵、1じ・、 娠
　傷害を受傷年齢との関係でみると，『表 2の如』ぐ£切傷

・劇傷は全年齢に分布してい為が，骨折g脱臼・ρ捻挫は

性差瀞みられ，男児は比較的高年齢児にf女児では低年

齢群に分布している。また，熱傷は低年齢に発生する場

合が多く，3歳禾満が，男児では熱傷全体り＄割を液女

児では6割を占めているo　　．、隔 1．アl　l＼頃．㌦♪
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表2　傷害の種類と年齢 （％） 表墨　年齢別受傷部位・男女計　　　、 1．（％）∫・

談　　切傷・刺傷打 撰・ 骨折・脱臼二熱 傷

　　　　　　』
o 0（一） 0（一〉

．0く一』）　　　　　　　　　　　，』、

』5（β6β〉

ユ 1（2，9） 0（一） 0（一） 7（き618）

2 5（14．7） 2（50．0） 3（20．0） 4（21．1）

3 茸（a2．4） ，2（5Q、0〉 鮭1（艦1ク） 0（一）
男 4．

、　』　　　

5（141、7）『5（エ4』ク） ・q（罪）・

　　　レ
（、7）

5（33ザ書）r｝、2（13．

3）

0（．一）

（一）

6・ド 4（1i』8） ・0（」）・
『　　　　　　　－

・1（6．・7） 2（10．5）

不　詳 3（8．8） 0（一） 3（20． 0） 1（5．3）

・計一r． 134（・。…） 4（i6面）1・5（・・…）1・9＜エ。O・・）

σ
’1

（r ） b（麟）
雪（‘3．：3）

．5（呂518）

r’
、　　1

2（エ14〉 やぐ」 ”．2（i6．17） 2（14．3）

2’ ド4（22，2）』 0ぐ1晶 ）
『べ （25』0） 2（14．3）

3 1（5．6） 2（66．7） 3（25．0） 1（7，1）

女
4 3（16、7） 0（、一 ） 0（一） 2（14．．3）

5 5（27．7） 1（33．3） 1（8．3） 1（7，1）

6 互（5．6） o（一） 1（8．3） 0（一）

不．．詳

　　〔

』3q1・⇒ 0（一） 真（8・3） 1（7，1）

∵、言デ 髄⑩
3（・…P）1・2（・・α・）

14（1do．0）

．、

1騨1豫面隣嚇前手 下肢

0

2

・』

4

5 k6，3♪
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U4，3♪
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丸一）
　0

（25・0）　　4

⊆
4・0）　　1

U8．5）

　4

（12、5）（19．0）（一） （20，0）（4．0） （14．8〉6 0 1 o 2 5 1

不　　詳

（一）　　1（6．3） （4，8）　　3

14，3〉

（一）　　1（16，7）

（10，0）（20，0）（3，7）2 ）1（．41。）1（14垂8）

計
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5
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墜3’櫃蹴難雛・敷計 （紛

駐塑切鰍傷1 打撲随劇熱傷
　　　1「　』

胸部（背部）

・前腕
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∵』一
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（14．3〉

（一）
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5（55．6）
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（18，5）
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0（一 ）
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（12』1）

3（9．O）

2（36，4）
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受傷部位』・罷♪』』〆1』』・ 二 』
、、

、二』

傷部位と傷害め種類との関係を表3に示したσ部位

娠頭蔀16伜“顔面2t件顎胸（背）』部6件，上。前腕20

件，（手25件1，乍肢2？件となっ ており1下肢が最も多い。

切傷・刺傷は顔面が最も多く16件（30』8％）で1頭部

蹴蒔慨1搾担辮歌に多い・打蹴騨嶽面
畑7期を酋勢てお1動・骨折・脱臼5捻挫は四肢に多く∫

特に上肢淀多く詐乏航にほ骨折と肘内陣が大半を占あ《

螂ちす熱傷抵西肢i溶乍割を占あ∫・背部が工件みられた。

〆 受傷部位を年齢別に匁た：ものが表4である。・8歳未満

．では頭部6件（37，6％），顔面5件（23，9％），胸 （背）．部

姿件 （83《3象∫），、・上f前陣5件（25． 0彩λ，・』手15件、（60．〇

一紛下脚件（a3＝晦）’と腕ておりづ 趣ぞゆ部倖
別轄駐搬に差が隼じて鴨・・．、

．、

、、4・傷宥事故発生暢所 1 　．、
、） 、＝ 、．「

序妨咽象卿畷腰瞬轍の難1塗≧確
塚麗に料｛紬1悩。弟姥睾映タ？甥角．慶）で多

る・熟馳除く廻り罪事期勝醗集聴瞬もり
瑛多らくご吃男傷』。刺鰍襲う』震帥㍉：』漿肇健澱騨葵乏・豊ら単貴

1叛’脱寧r1捻饗も5些・9彩顔戸外矯轟隼：レ喪。．屋1内マを蹴、

居騨多く．モ、熱傷で壷緯郷凌㍉遡勧型優⑳3㌶紛

骨折 ？脚’雛嚇β彩が犀問醗隼レ｛謄粛方，熱傷の約40％が食事に関係あるとぎ殖肇朱しス野為

・表51 傷害事故発生場所。一男安計』』霧苛 ”r （％》

1賄輔匿』撰 1噺禰睡傷
園　　　内 o　一 0　一 0　一 0　一
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ことになる。

w考　察

乳幼児期の事故の頻度は調査対象によってかなりの差

があり，それは年齢，地域隻養育条件によらても異なる

と思われる。これはこれまでの諸家の調査研究などによ

っても明白な癖実と思われる。梅原1》の3歳児を対象と

した調査においては，東京・川崎などの都市部の幼児の

方炉沖縄県の離島の幼児に比して医療を受けた癖故の発

生が多い。高倉ら2ンの調査では東京と研勢原では差がな

いが上記2群に比して長野ではやや発生頻度が少ない。

しかし，医療を受けたものについては伊勢原が多く束京

や長野の幼児では少ない。これらは寧故発生そのものの

実数に差がみられることもいうまでもないが』事故の程

度の差，事故に対する母親をはじめとした保育者の態度

や関心の差も少なからず闘係しているものと考えられ

る。今回の調査は，これまでに医療を受けたなかで最も

大きな礁故を調べたわけであるが，対象では2・3歳時

の発生頻度が最も商くなっており，幼児の精神運動機能

発達との関連性を十分に認めることができ1る。1980年に

実施された全国の1歳以上の幼児を対象とした幼児健康

度調査3》では5～6歳に事故の発生が最も多くなってい

るが，これば礁故の既往を調査していうため最年長児に

最も多い人数となることは当然である。

　事故の性差は従来から男児に多いといわれていたが，

今回もその結果と同様に男児に発生頻度と件数が多い。

筆者が1歳児を対象とした調査0では1人当りの癖故発

生件数では女児に多くみられたが，これは1歳代の発達

段階の特権と考えている。

　医療を要した最も大きな傷害では，切傷・刺傷が最も

多く，これは商倉2》ら，幼児健康度調査3）の成績と同様

である。受傷部位と協害との関係は年齢によって差を認

めるという高倉らの報告とは少し異なった結果とな？た

が，これは我々の調査は最も大きな瑛故としていること

による差とも考えられる。

　癖故発生場所は年齢が大きくなるにつれて屋外が増え

　ることは高橋6》と高倉ら第と同様の結果を得ており，い

　うまでもなく，行動範朗の拡大が誘因となっている。

　小児に事故が発生したときにおける母親の対処法が事

故の予後を決定するとともに，事故防止・安全教育の態

度となって現われてくることは梅原病　斉藤6》らの調査

　結果にも示されている。今回をち具体的に嫁礁故に対す

　る母親の態度を調べてはいないが，医療を受けた最大の

　癖故の把握の程度を調べたことにより，癖故に対する母

親の一側面をみたことになろう。

　礁故防止，安全教育に関する指導体制は必ずしも完全

なものとはいえず，一般の母親や保育者には事故のもつ

意義が決して十分に浸透していないことも亦実である。

我々の対象は集団生活を営んでいる幼児を対象としてい

るので，その場を利用しての指導体制の確立を図ること

を真剣に考えていくべきであちう。疾病像の変化に伴な

う小児の健康を考えた とぎ，事故防止・安全教育は小児

保健を中心として他の関連領域との十分な連携ブレrで

実施されるようぞこなりたい。

V　結　論

　幼稚園に通う5歳児（新学期）を対象にうこれまでに

発生した医療を要した最も木きな事故（母親が認識して

いるもの）について調査したo

①男児に多い。

②　傷害は切傷・刺傷が最も多い。

③年齢と傷害との関係は，熟伽8割が3歳未満に・

　骨折9脱臼・捻挫は男児の高年齢児に，女性は低年齢

　児に多い。

④受傷部位は上肢が最も多く，次いで下肢となってい

　る。

⑤　傷害の種類と受傷部位は顕著な関係がみられた。

⑥　華故は年長になるにつれて屋外で発生している。

　この調査に協力贋いた厚木市の緑ケ丘幼稚園および林

幼稚園の関係者の方々に深謝いたします。
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